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ことしの地価調査
ふるさとみてある記朝日町



季
の
陸
上
訓
練
は
人
知
れ
ず
苦
労
が
多
い
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
励
む
連
日
の
猛
訓
練

|

|
そ
こ
に
は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
と
い
う
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・
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も
の
は
な
い
。
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私
は
時
々
青
春
の
苦
し
か
っ
た
日
々

・
・
・
・
・
・
・

を
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。
戦
時
中
、
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海
軍
予
備
学
生
の
訓
練
の
中
で
、
カ
ッ

.
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ボ
ー
ト
)
漕
技
で
、
口

l
ア
ウ
ト
の
精
神
(
燃
焼

し
漕
ぎ
き
る
)
を
た
た
き
こ
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
舎
で

も
、
海
・
川
な
ど
水
し
ぶ
き
を
見
る
と
胸
さ
わ
ぎ
す
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
本
県
漕
艇
界
の
栄
光
が
、
二

O
O
O年

国
体
に
ま
で
つ
な
が
る
か
、
い
や
つ
な
げ
ね
ば
と
普
い
な

が
ら
網
走
を
あ
と
に
し
た
。

帰
途
、
遠
路
漕
艇
競
技
を
応
援
に
き
て
く
れ
た
本
県
出

身
の
方
々
へ
の
謝
意
を
述
べ
る
た
め
に
釧
路
市
を
訪
れ
た
。

こ
こ
に
き
て
、
胸
の
と
き
め
き
を
感
ず
る
こ
と
に
出
会
っ

た
。
以
前
か
ら
訪
れ
て
み
た
い
と
念
じ
て
い
た
「
金
井
現

代
美
術
館
」
の
多
く
の
傑
作
に
接
し
え
た
こ
と
で
あ
る
。

水
揚
高
日
本
一
釧
路
の
水
産
界
の
リ
ー
ダ
ー
金
井
俊
一

氏
(
朝
日
町
出
身
)
の
現
代
美
術
に
対
す
る
慧
眼
に
は
た

ま
た
、
金
井
氏
が
社
長
を
務
め
る
釧
路
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

マ
ン
ズ
ワ

l
フ
(
観
光
・
漁
業
)
を
訪
れ
る
こ
と
の
で
き

た
の
も
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
旧
釧
路
川
の
幣

舞
橋
下
流
の
右
岸
十
加
を
新
し
い
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
グ
ル
メ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
海

産
物
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
核
と
す
る
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
で
あ
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
水
際
両
開
発
の
成
功
に
学
ん
だ

と
い
い
、
都
市
と
水
の
自
然
を
見
事
に
融
合
さ
せ
た
空
闘

を
見
る
思
い
で
あ
る
。

ボ
ー
ト
の
「
一
漕
入
魂
」
、
名
作
の
二
筆
入
魂
」
フ
ィ

ツ
シ
ャ

l
マ
ン
ズ
・
ワ
ー
フ
の
二
創
入
魂
」
そ
れ
ぞ
れ

の
魂
を
込
め
て
の
活
動
に
胸
打
た
れ
て
帰
富
し
た
次
第
。

とやま演劇ネ:ツトワーク全開三
おもちゃば乙

「
今
ま
で
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
ど
う
し
の
横
の
つ
な
が
り
が

な
く
、
お
互
い
に
情
報
交
換
を
し
た
り
、

他
の
劇
団
の
公

演
を
み
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、

そ
う
し
た
県
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
ど
う
し
の
交
流
を
も

っ
と
深
め
、
劇
団
と
演
劇
フ
ァ
ン
の
相
互
交
流
の
場
に
と
、

で
き
た
の
が
お
も
ち
ゃ
ば
こ
な
ん
で
す
」
と
代
表
の
中
村

吉
成
さ
ん
。
中
村
さ
ん
自
身
も
演
劇
の
お
も
し
ろ
さ
に
魅

せ
ら
れ
た

一
人
。
自
分
で
劇
団
を
作
ろ
う
と
し
て
ノ
ウ
・

ハ
ウ
が
わ
か
ら
ず
苦
労
し
た
経
験
か
ら
、
県
内
の
ア
マ

チ

ュ
ア
劇
団
に
演
劇
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
呼
び
か
け

た
。「

参
加
し
て
い
る
の
は
、
劇
団
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
、
高
岡
橋

の
会
、
劇
団
す
い
じ
ん
ざ
な
ど
か
ら
の
メ
ン
バ

ー
。
こ
う

い
う
場
が
で
き
た
こ
と
で
、
劇
団
を
や
り
た
い
と
い
う
潜

在
的
な
フ
ァ
ン
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
ね
U

月
に

一
度
く
ら
い
の
割
合
で
例
会
を
開
く
。
そ
こ
で
新

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
た
り
、
公
演
の
批
評
な
ど
を
行
う
。

今
年
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
八
月
に
富
山
の
中
央
通

り
で
行
わ
れ
た
人
間
紙
芝
居
が
記
憶
に
新
し
い
。

「
今
、
考
え
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
団
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、
適
材
適
所
に
参
加
メ
ン
バ
ー
を
配
置
し
た
劇

を
上
演
す
る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
役
者
ど

う
し
刺
激
を
与
え
、
県
内
の
演
劇
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ゆ
く
ゆ
く
は
、
集
中
し
が

ち
な
各
劇
団
の
公
演
日
程
を
調
整
、

一
堂
に
集
ま
っ
て
の

発
表
会
、
演
劇
フ

ァ
ン
へ
の
情
報
提
供
も
手
が
け
た

い
で

す
ね
U
今
、
芸
術

・
文
化
の
秋
、
演
劇
も
ま
っ
盛
り
o

m
演
劇
の

と
や
ま
。
の
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
が
た
く
さ
ん
つ
ま

っ
た

か
お

も
ち
ゃ
ば
こ
九
こ
れ
か
ら
何
が
飛
び
出
し
て
く
る
の
か
楽

し
み
で
す
。



ふれあい、はすむ対話
知事のまちまわり・朝日町

地域に根ざすリハビリを求めて
「地域リハビリテーションフォーラム」開催
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知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
が
十
月
四
日
、
朝
日
町
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

午
前
中
に
、
町
営
桜
町
団
地
の
建
設
現
場
、
広
域
営
農

団
地
農
道
工
事
現
場
を
視
察
し
、
工
事
の
状
況
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
蛭
谷
自
治
会
館
で
の
庁
ふ
れ
あ
い
対
話
。
に

臨
み
ま
し
た
。
蛭
谷
地
区
の
婦
人
な
ど
約
三
十
名
の
方
々

が
三
百
年
も
前
か
ら
伝
わ
る
と
い
う
特
産
の
パ
タ
パ
タ
茶

で
歓
迎
し
、
知
事
は
、
自
分
で
お
茶
を
立
て
た
り
、
パ
タ

パ
タ
茶
の
由
来
の
説
明
を
興
味
深
く
聞
く
な
ど
、
ふ
れ
あ

い
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
集
落
営
農
で
低
コ
ス
ト
農
業
に

顕
著
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
大
家
圧
農
事
生
産
組
合
を
訪

れ
、
約
二
十
名
の
組
合
員
の
、
苦
労
話
や
活
動
状
況
に
耳

を
傾
け
る
と
と
も
に
農
業
振
興
策
等
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
、
境
海
岸
護
岸

工
事
現
場
な
ど
も
視
察
、
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
有
磯
苑

で
は
、
朝
日
町
リ
ハ
ビ
リ
友
の
会
の
皆
さ
ん
が
演
じ
る
か
白

雪
姫
。
を
入
所
者
と
一
緒
に
観
賞
し
、
「
元
気
で
が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
U

と

一
人
ひ
と
り
激
励
し
ま
し
た
。

2 

急
速
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
迎
え
、
地
域
に
お
い
て
、

老
人
や
障
害
を
持
つ
人
々
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
支

援
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
九
月
三
十
日
に
富
山
市
内
の
ボ
ル
フ
ァ

l
ト

と
や
ま
で
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
県
内
の
リ

ハ
ビ
リ
関
係
者
が
六
百
人
参
加
。
地
域
に
根
ざ
し
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
や
保
健
・
医
療

・
福
祉
の
連

携
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

午
前
中
に
行
な
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
県
内
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
医
師
、
看
護
婦
を
は
じ
め

各
地
域
で
保
健

・
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
保
健
婦
、

民
生
委
員
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
意
見
発
表

を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
会
場
を
巻
き
込
ん
で
の
活

発
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
伊
豆
逓
信
病
院
で
長
年
、
在
宅
中
途
障
害

者
の
通
所
訓
練
に
係
わ
っ
て
き
た
大
田
仁
史
さ
ん
が
「
地

域
で
障
害
者

・
老
人
は
何
を
求
め
て
い
る
か
」
と
題
し
講

演
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
場
に
は
、
障
害
者
の
方
々
が
リ
ハ
ビ
リ
の

一
環
と
し
て
制
作
し
た
、
手
芸
品
、
焼
き
物
、
絵
画
、
彫

刻
、
書
な
ど
五
百
点
ほ
ど
の
丹
精
込
め
た
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

3 

※
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
:
障
害
の
機
能
回
復
訓
練
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び
、
ど
く
遊
び

第1回

山
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
の
開
学

一
周
年
を
祝
う
県
民

カ
レ
ッ
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
十
月
二
日、

三
日
の
両
日

に
わ
た
り
県
教
育
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
吉
崎
学
長
が
「
カ
レ

ッ
ジ
は
二
千
を
超
え
る

学
習
グ
ル
ー
プ
を
応
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
。
よ
く
学

ぴ
、
よ
く
遊
び
、
そ
し
て
よ
く
語
り
合
お
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
名
誉
学
長
の
中
沖
知
事
か
ら
、

一
年
間
で

受
講
二
百
単
位
を
達
成
し
た
藤
井
外
次
さ
ん
ら
五
人
と
五

十
単
位
以
上
の
百
五
十
四
人
に
認
定
証
が
授
与
さ
れ
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

「
親
驚
の
宗
教
」
と
題
し
て
の
梅
原
猛
・
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
記
念
講
演
の
後
、
県
内
四
地
区
の

学
習
団
体
が
地
域
の
祭
り
や
郷
土
芸
能
な
ど
の
活
動
成
果

を
披
露
。
茶
会
や
作
品
展
示
も
行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

4 

国
際
化
時
代
の
経
営
戦
略
を
探
る

ム

5

H，
O
ペ
〉
冨
〉
.
∞
∞
」
が
十
月
五
日
、
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

六
日
の
両
日
に
わ

た
り
、
富
山
市
の
富
山
第

一
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
篠
原
三
代
平
東
京
国
際
大
学
教
授
、
石
井
威

望
東
京
大
学
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
「
世
界
の
中
の
ア
ジ
ア
、

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
l

日
本
の
役
割
」
「
先
端
技
術
と
国
際

化
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
続
い
て
、

E
C
駐
日
大
使
で

元
オ
ラ
ン
ダ
首
相
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
フ
ァ
ン
・
ア
フ
ト

氏
が
「
E
C
統
合
と
日
本
」
の
テ

l
マ
で
記
念
講
演
を
行

い
、
こ
の
後
、
中
村
秀

一
郎
多
摩
大
学
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

l
に
「
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
へ
の
企
業
の
対

応
」
を
テ

l
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

5 

テ
ー
マ
別
に
一二

つ
の
部
門
に
別
れ
て
の
討

テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
釣
や
工
場
の
見
学

一一

日
目
は
、

論
、
総
括
講
演
の
後
、

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
度
か
ら
全
国
の
主
要
都
市

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
の
大
阪
に
続
い
て
今
年
で
五

回
目
。
今
回
の
大
会
に
は
、
地
元
企
業
関
係
者
な
ど
四
百

五
十
人
が
参
加
し
、
企
業
経
営
と
技
術
開
発
の
在
り
方
に

つ
い
て
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、

業
の
明
日
f
T
探



露

嗣

集

一

遍

副

特

一
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み
め
り
め
秋
本
書
、
舎
年
も
富
山
め
お
V
しい
ν
富
が
山
と
み
め
り
ま
し
た
。
農
林
水

産
目
聞
や
渇
れ
を
活
用
し
た
加
工
ロ
聞
を
防
じ
Mm
伝
統
工
芸
晶
怒
ど
、
県
内
各
地
に

a
3特

産
晶
除
み
る
今
、
と
づ
く
り
め
大
手
怠
要
素
マ
守
。
富
山
県
マ
除
、
昭
和
穴
十
二
年
に
『
特

産
王
固
と
や
ま
推
進
会
線
』
が
組
織
ポ
れ
、
特
産
目
聞
抗
生
産
か
ら
流
通
・
販
売
に
か
か

わ
3
行
政
機
関
・
民
間
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
積
極
的
な
『
特
産
局
づ
く
り
』
が
進
Mm

ら
れ
T
Vま
可
。

、

里
七
十
地
区
を
選
定
。
水
稲
に
代
わ
る
新
し
い

農
業
を
展
開
す
る
た
め
の
意
欲
的
な
取
リ
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
こ
で
は
、
単
に
特
産
品
の
栽
培
に
と

ど
ま
ら
ず
余
剰
分
や
規
格
外
品
の
有
効
利
用
を

兼
ね
て
シ
ー
ズ
ン
以
外
で
も
味
わ
え
る
よ
う
に

と
加
工
し
た
り
、
消
費
拡
大
の
た
め
に
お
い
し

い
料
理
法
を
研
究
し
た
り
と
特
産
の
需
要
拡
大

「
ふ
る
さ
と
の
昧
」
づ
く
リ
へ
の
努
力
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

， 販
路
の
拡
大

特
産
品
開
発
流
通
促
進

農
産
加
工
品
の
開
発
の
促
進
や
特
産
品
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
試
作
な
ど
を
行
う
特
産
品
開
発
流
通
促
進

委
託
や
市
場
の
専
門
家
で
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き
助
言
を
受
け
な
が
ら

特
産
品
の
販
路
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、

富
山
県
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
を
昭
和
六
十
年
に
設

置
し
、

デ
ザ
イ
ン

・
ネ
ー
ミ
ン
グ
等
に
新
し
い

生
産
の
振
興

地
域
特
産
品
の
開
発

特
産
品
の
生
産
の
振
興
を
図
る
た
め
、
県
で

は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
育
成
事
業
、
地
域

振
興
作
物
等
普
及
活
動
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、

特
産
地
の
育
成
と
特
産
の
定
着
化
、
機
械
施
設

の
導
入
な
ど
の
活
動
に
助
成
を
レ
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
振
興
作
物
と
し
て
指
定
を
受
け

て
い
る
の
は
、
ハ
ト
ム
ギ
な
ど
十

一
品
目
あ
り

地
域
の
特
産
品
と
し
て
そ
の
生
産
の
増
大
に
力

を
い
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
普
及
所
、
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
地
域
の
特
産
物
に

す
る
作
物
の
選
定
や
技
術
の
地
域
適
応
診
断

・

適
合
栽
培
技
術
の
策
定
な
ど
新
し
い
特
産
物
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
、
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
に
は
、
上
市
町
の
リ
ん
ご
や
八
尾
町

の
タ
ラ
ノ
メ
な
ど
が
あ
リ
ま
す
。

6 

特
産
王
国
づ
く
り

昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
県
内
各
地
に
特
産
の

ア
イ
デ
ア
を
し
ぼ
っ
て
ま
す
。

情
報
提
供

推
奨
特
産
品
の
紹
介
や
広
告
を
掲
載
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
」
を
六
千

五
百
部
発
行
。
市
町
村
や
商
工
会
連
合
会
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
で
も
、
今

年
か
ら
タ
"
フ
ロ
イ
ド
版
情
報
紙
「
い
き
い
き
と

や
ま
特
産
使
」
を
発
行
。
特
産
品
の
写
真
、
価

格
な
ど
を
ま
と
め
た
商
品
紹
介
を
す
る
ほ
か
、

特
産
品
づ
く
リ
に
打
ち
込
ん
で
い
る
姿
な
ど
、

特
産
品
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
を
ス
ト
ー
リ
ー

を
持
た
せ
た
形
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

十
三
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
刷
リ
て
三
万
部
発
行
し

県
内
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
や
公
的
施
設
、
全
国
の

物
産
展
、
イ
ベ
ン
ト
、

J

R
各
駅
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

7 

販
路
拡
大
の
た
め
の
懇
菱
石

む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
で
は
、
特
産
品
の

大
消
費
地
と
し
て
期
待
さ
れ
る
宇
奈
月
温
泉
の

ホ
テ
ル
・
旅
館
関
係
者
と
販
売
方
法
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
特
産
品
の
販
売
促
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
い
世
代
の
商
品

ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
、
富
山
女
子
短
期
大
学
の
学
生
と
生
産

者
と
の
懇
談
会
を
行
う
ほ
か
、
学
園
祭
で
学
生

と
特
産
品
生
産
者
と
の
共
同
販
売
を
実
施
、
学

園
祭
に
訪
れ
た
学
生
の
反
応
を
探
る
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。



(
東
京
銀
座
、

4
/お
)

j
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
制
作

・T
O
Y
A
M
A
N
o
w
-
n
原
宿
的

(
東
京
原
宿
、

4
/3
i
9
)

ー
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
こ
ん
に
ち
は
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-mい
き
い
き
と
や
ま
パ
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
東
京
、
什
月
)

特
産
王
国
と
や
ま
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
。
フ

富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
る
チ

ュ
ー

リ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
物
産
の
P

R
と
販
路
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
花
の
大
阪
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(
大
阪
J
R
大
阪
駅
、

4
/1
1
お
)

-
と
や
ま
フ
ラ
ワ
ー
ア

l
ト

(
富
山
松
川
べ
り
、

4
/m
j
5
/
1
)

ー
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
卜
、
展
示

・
銀
座
み
ゆ
き
通
り
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
カ

l
ベ
ツ

ト

特産晶マヴヴ

(
県
外
)

・
ふ
る
さ
と
東
京
ド

l
今

ェ

ア

(
東
京
ド
ー
ム
、

1
月
)

・
富
山
県
の
特
産
市

(
大
阪
阪
神
百
貨
庖
、
け
/
2
1
3
)

.
富
山
県
の
物
産
と
観
光
展
開
催

(
東
京
池
袋
西
武
、
円
/
叩
i
日
)

.
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し
展

(
東
京
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
、
け
月
)

(
県
内
)

・
特
産
王
国
と
や
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(叩
/
は
1
日
)

.
と
や
ま
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
関

(
6
/
2
1
お
)

・
富
山
県
伝
統
的
工
芸
品
展

(
8
/
m
m
l
n
)

県
産
品
の
常
設
展
示

池
袋
生
活
用
品
振
興
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
産
業
貿
易
館

神
戸
貿
易
促
進
セ
ン
タ
ー

北
海
道
富
山
会
館

近
畿
富
山
会
館

富
山
会
館

・
富
山
県
食
品
研
究
所

.
北
陸
自
動
車
道
小
矢
部
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

.
富
山
産
業
展
示
館

-
東
京

・
名
古
屋

・
兵
庫

・
北
海
道

・
大
阪

・
東
京

物
産
展
の
開
催
、
見
本
市
等
参
加

見
本
市
等
の
開
催
及
び
参
加
に
よ
る
販
路
拡

大

宇奈月町

ちまき寿司

手作り家具
CKAKI工房)

8 

大山町

山菜キムチ
ミョウガ

細入村

ラッキョウ

9 
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特産王国

とやま

昨日
1

〆
、
土
寸
h

ム巨
3
日

k
r
)
〉

3
pド
」
氏
、

立
走
中

P
E
、hFM-肱
払

lJGた
E
U
P
I
-
‘J幻
ν
da
d
-
-
，Z
L

こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
主
な
仕
事
は
、
開
発
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
究
と
技
術
相
談
。
開
発
研
究
で
は
県
内
で
と
ま
た
、
技
術
相
談
は
企
業
や
農
協
な
ど
か
ら
特

れ
る
農
林
水
産
物
の
利
用
と
そ
れ
を
用
い
て
高
産
の
加
工
品
を
作
る
と
き
の
技
術
的
相
談
に
応

い
付
加
価
値
を
も

づ
た
特
産
加
工
品
の
開
発
を
え
る
も
の
で
、
年
間
に
約
七
百
件
の
相
談
が
あ

行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
開
発
さ
れ
た
主
な
リ
ま
す
。
そ
う
し
た
相
談
の
中
か
ら
、
実
際
に

も
の
は
、
柿
酢
、
牛
・
豚
の
骨
入
リ
肉
だ
ん
ご
特
産
品
と
し
て
売
リ
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
数

梨
ワ
イ
ン
な
ど
が
あ
リ
、
柿
酢
は
あ
ま
リ
に
有
多
く
、
あ
ま
ち
ゃ
ず
る
せ
ん
ぺ
い
、
ほ
う
れ
ん

名
に
な
る
ほ
ど
の
好
評
、
肉
だ
ん
ご
は
骨
入
リ
そ
う
の
ふ
リ
か
け
、
し
ら
え
び
の
む
き
え
び
、

を
ま
っ
た
く
感

H

し
さ
せ
な
い
お
い
し
さ
、
呉
羽
い
か
か
ま
、
ま
た
、
試
作
段
階
の
も
の
で
は
、

梨
を
使

っ
た
梨
ワ
イ
ン
は
い

つ
ぶ
う
変
わ

っ
た
お
か
ゅ
の
か
ん
づ
め
な
ど
が
あ
リ
ま
す
。

色
彩
と
新
し
い
特
産
品
つ
ぎ
つ
ぎ
に
開
発
し
て
開
発
研
究
、
技
術
相
談
合
わ
せ
て
、
今
ま
で

い
ま
す
。
今
年
は
従
来
北
洋
産
の
ス
ケ
ソ
ウ
タ
十
八
種
類
の
特
産
品
を
産
み
出
し
て
お
リ
、
食

ラ
を
用
い
て
い
た
す
リ
み
を
富
山
湾
産
の
力
ワ
品
研
究
所
は
特
産
品
作
リ
の
よ
リ
よ
き
パ
ー
ト

ハ
ギ
や
イ
ワ
シ
な
ど
を
使

っ
て
作
る
と
い
う
研
ナ
ー
と
な

っ
て
い
ま
す
。

究
極
の
カ
ッ
プ
ル
を
め
ざ
し
て

「
ど
う
せ
作
る
ん
な
ら

一
番
氷
見
ら
し
い
も

の
を
と
思
い
、
考
え
た
の
が
魚
に
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
醤
油
。

J
」
れ
だ
。
と
い
う
も

の
を
作
る
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
」

と
氷
見

N
o
-
-
サ
ー
ク
ル
代
表
の
伏
脇
博

さ
ん
。
市
内
に
八
軒
あ
る
醸
造
元
の
醤
油
を
吟

味
。
選
ば
れ
た

一
社
に
試
作
を
依
頼
し
、
約

一

年
が
か
リ
で
地
元
の
漁
師
も
う
な
ら
せ
る
グ
究

極
の
醤
油
。
が
で
き
あ
が
っ
た
。

「
『
昧
ぷ
る
ま
い
』
は
コ
ク
と
ま
ろ
み
が
身

上
。
特
に
刺
身
に
は
最
適
で
す
。
」
と
の
こ
と
。

氷
見
の
さ
と
き
と
の
魚
、
ま
す
ま
す
お
い
し
く

な
リ
そ
う
で
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
い
ろ
い
ろ

特
産
品
と
し
て
、
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
。
こ
こ
で
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
新
品
種

づ
く
リ
の
日
本
で
唯

一
の
研
究
機
関
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
し

い
品
種
と
し
て
は
黄
色
の
少
し
大
き
め
の
花
黄

小
町
や
紫
水
品
、
白
雪
姫
な
ど
今
ま
で
に
十
五

種
類
を
開
発
。
こ
の
地
に
開
花
期
を
自
由
に
調

節
で
き
る
ア
イ
ス
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の
研
究

実
績
が
あ
リ
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
バ
イ
オ
技
術
の
発
達
に

伴
い
、
従
来
の
花
よ
リ
も
大
き
な
花
を
持
つ
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
開
花
や
住
友
化
学
と
共
同
で
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
開
花
期
を
遅
ら
せ
た
リ
、
切
リ

花
の
日
持
ち
を
長
く
す
る
研
究
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

10 

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
N
E
Wカ
ッ
プ
ル
誕
生

県
肉
用
牛
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
バ
イ
オ
テ
も
の
。
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
新
し
い
富
山
の

ク
ノ
口
ジ
ー
に
よ
る
受
精
卵
移
植
も
で
き
る
よ
味
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
」
と
発
案
者
の
石
川
和

う
に
な
る
な
ど
「
と
や
ま
肉
牛
」
の
特
産
化
が
幸
さ
ん
。
肉
も
肉
牛
の
段
階
て
指
定
し
た
特
選

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
じ
て
開
発
さ
れ
た
の
の
富
山
牛
肉
を
使
い
、
昆
布
も
牛
肉
に
最
も
合

が

こ

の

牛

肉

の

見

布

じ

め

刺

身

。

う

も

の

を

選

ん

だ

だ

け

あ

っ

て

、

味

も

な

か

な

「
新
鮮
な
魚
を
昆
布
に
は
さ
み
、
重
石
を
か
け
か
の
好
評
。
新
し
い
富
山
の
昧
こ
れ
か
ら
が
楽

て
つ
く
る
昆
布
じ
め
刺
身
を
牛
肉
に
応
用
し
た
レ
み
で
す
。

11 
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婦人青少年課
u豊わな郷土f拓〈々 のの婦人能力材申展"
u明日干拓(青|少年の健全な育成M干の1"，マ

一
・
海
外
派
遣
事
業
|

|
国
際
交
流
を
通
し
て
視
野
を
広
め
、
活
発
な
活
動
を
/

一
・
婦
人
大
学
校
|

|
女
性
と
し
て
の
あ
り
方
を
い
ま
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
-
H
と
や
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク
白
H
|

|
自
分
の
体
力
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
っ
・

婦
人
青
少
年
課
は
、
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
の
女
性
問
題
や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

一

一
り
組
ん
で
い
ま
す
。

携
わ
鳴
目
。
郷
土
干
拓
〈
去
に
i

i

『
青
年
の
翼
」

『
婦
人

a翼」

田
中
・
海
外
派
遣
事
業
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
、
「
青

年
の
翼
」
は
、
ど
う
い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
か
。

|

|
国
際
的
視
野
を
広
げ
て
い
た
だ
き
、
諸
外
国
と
の

相
互
理
解
を
深
め
て
、
豊
か
な
郷
土
の
明
日
を
拓
く
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

レ
て
い
る
も
の
で
す
。

• 

田
中
・
最
近
、
青
少
年
に
有
害
な
「
残
虐
ビ
デ
オ
」

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

|

|
県
で
は
、
青
少
年
保
護
育
成
条
例
に

も
と
"
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
有
害
な
ビ

デ
オ
や
本
を
有
害
図
書
等
に
指
定
し

て
、
十
八
歳
未
満
の
青
少
年
へ
の
販

売
等
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、

海
外
で
は
、
産
業

・
教
育

・
福
祉
・
農
業
や
婦
人
問

題
な
ど
テ
ー
マ
別
に
意
見
交
換
・
施
設
見
学
や
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
参
加
し
た

人
達
に
は
、
事
後
活
動
と
し
て
、
外
国
人
に
よ
る
日
本

語
弁
論
大
会
に
協
力
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け

入
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
国
際
交
流
事
業
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
れ
ヘ
♂
λ
ケ
シ
『
-
!
ル
に

「
婦
人
大
学
校
」
活
字
グ

田
中
・
婦
人
大
学
校
で
は
何
を
な

さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

|
|

婦
人
大
学
校
で
は
、
県
内
外

の
講
師
を
招
い
て
十
講
座
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
女
性
に
つ
い
て
の

問
題
を
心
理
学

・
経
営
学

・
社
会

学
な
ど
様
々
な
切
リ
口
か
ら
考
察

し
て
い
て
好
評
で
す
。
ま
た
、
生

一
世
予
習
カ
レ
ッ
ジ
と
連
階
的
も
と
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
講
義
の
内

容
を
ビ
デ
オ
に
し
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
で
学
習
し
て
い
た
だ
い
た
こ

ぷ
品
山
県
青
少
年
育
成
県
民
運
動
推
進
指
導
員
。

二
九

一一
名
を
中
心
と
し
て
、

P
T
A
な
ど
の
協
力
も
得
て
、

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
環
境
を
つ
く
る
運
動

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
リ
を
進
め
て
い
ま
す
。
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と
を
地
域
や
職
場
に
持
ち
帰
っ
て
、
人
で
も
多
く
の

人
に
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

田
中
・
青
少
年
の
家
で
色
々
な
催
し
物
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
か
o

l

-

-

八
月
六
日
に
「
と
や
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク
お
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
砺
波
青
少
年
の
家
か
ら
二
上
青
少

年
の
家
ま
で
の
約
二
十
五
キ
ロ
を
早
朝
に
出
発
し
、
す

が
す
が
し
い
空
気
を
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て
自
然
に
触
れ
な

が
ら
歩
く
の
で
す
が
、
十
歳
か
ら
八
十
五
歳
ま
で
の
幅

広
い
年
代
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
約
八
割
の
方
が
最
後

ま
で
歩
き
と
お
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
体
力
に
自
信

が
つ
い
た
と
か
、
み
ん
な
と

一
緒
に
励
ま
し
あ
い
な
が

ら
歩
い
て
交
流
が
深
ま
っ
た
と
い
っ
た
感
想
を
述
べ
ら

れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

田
中
・
興
味
深
い
催
し
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

私
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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さ
ん
は
越
中
宮
崎
駅
が
で
き
た
直
後
の
昭
和
三
十
三
年
か

ら
庖
を
始
め
、
駅
前
て
は
タ
ラ
汁
の
草
分
け
的
存
在
だ
。

か
つ
て
タ
ラ
汁
は
漁
師
の
昼
食
だ
っ
た
。
女
た
ち
は

浜
で
湯
を
沸
か
し
な
が
ら
男
た
ち
が
漁
か
ら
帰
る
の
を

待
つ

。
船
が
着
く
と
イ
キ
の
い
い
タ
ラ
を
ぶ
つ
切
リ
に

し
、
鍋
に

ほ
う
り
込
ん
で
ご
飯
の
お
か
ず
に
す
る
。
こ

れ
が
タ
ラ
汁
の
始
ま
リ
と
い
う
。

「
初
め
の
う
ち
は
学
校
の
遠
足
の
生
徒
相
手
に
、
春
と

秋
に
浜
で
タ
ラ
汁
を
作
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
今
で
は
季

節
は
関
係
な
し
だ
ね
。
夏
の
海
水
浴
時
期
に
も
熱
い
タ

t

-

-

E

B

-

-

1

.

d

・Eラ汁
を
注
文
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
U

，
べ
』
岬
Z
.
L
E・
「
ノ
』
ι
7則。，
n
同

J
a守
司

，

F
.
4.
.
 と
竹
谷
さ
ん
。
親
不
知
沖
て
は

一
年
中
タ
ラ

ヒ

ス

イ

海

岸

佑

名

脱

税

タ

ラ

汁

が
取
れ
そ
の
日
に
取
っ
た
新
鮮
な
も
の
が

観
光
客
は
、
年

川
王
子
ぃ
ノ
ペ
メ
淀
川
い
日
民
ペ一
食
べ
ら
れ
る
。

間
約
三
十
万
人

ペ
市
内
い
一
一
二

「泊
ま
る
人
よ
り
も
予
約
を
断
わ
る
人
の
方

も
い
る

。

即

応
ヘ
ゾ
て
〆
叫
ヘ
ー

が
多
い
く
ら
い
で

「
北
陸
自
動
車

問
問
ヘ
ぃ
4
1

、門川町い
い吋

ね
。
旅
館

・
民
宿

動
が
開
通
し
て

a
R…
を
合
わ
せ
て
も
収

h
A
a
容
人
員
が
九
百
人

調
閣
F
K
と
い
う
の
は
少
な

'F減
す
ぎ
る
よ
。
宇
奈

一円
W
U諸
国
聞

費

幅二十

月

に

泊

ま

っ
て、

日
嗣
腕
幽
閉
畳
に
こ
こ
ヘ
寄
っ

環
習
ぷ
て
い
か
れ
る
常
連

¥
¥
、

の
人
も
い
る
か
ら

/

川

ね
。
こ
れ
か
ら
も

A
L
d

っ
と
施
設
を
整
備

、守

し
て
、
お
客
を
呼

び
ま
す
よ
U

と
竹
谷
さ
ん
は

意
欲
満
々
だ
。

ふるさと
みてある

朝

町

朝日町の概要
人 口 18.414人 (9月1日現在、県人口統計調査)
面積 227.41km' 
朝日町は、日本海から北アルフスにわたる広い町域を持ち、

海岸にはヒスイ、山には高山植物と見どころも幅広い。

また最近では、北陸自動車道の全線開通に伴ない、観光客誘

致の計画がすすめられている。

日

朝
日
町
の
宮
崎
海
岸
は
、
波
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ヒ

ス
イ
の
原
石
が
拾
え
る
こ
と
か
ら
ヒ
ス
イ
海
岸
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
こ
の
名
物
タ
ラ
汁
を
目
当
て
に
訪
れ
る

か
ら
は
関
東
方
面
か
ら
の
客
が
多
く
な

っ
た
ね
U

と
話
す
の
は
、
宮
崎

・
境
海

岸
観
光
組
合
長
の
竹
谷
貢
さ
ん
。
竹
谷

の
辺
リ
の
人
は
こ
れ
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
く
ら

い
。
一

日
に
何
十
杯
も
飲
む
こ
と
も
あ
リ
ま
す
よ
U

と

の
こ
と
。

今
年
の
四
月
か
ら
は
パ
タ
パ
タ
茶
の
缶
詰
め
が
発
売
さ

れ
た
。
宣
伝

・
試
飲
の
分
を
含
め
約
八
万
本
製
造
、
高
速

道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
富
山
市
内
の
デ
パ
ー
ト
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。
現
在
缶
詰
は
町
外
の
企
業
で
生
産
さ
れ

て
い
る
が
、
朝
日
町
商
工
会
で
は

「
将
来
町
内
て
も
作

リ
た
い
」
と
考
え
て
い
る
。
お
茶
の
木
も
町
内
に
三
千

本
植
え
ら
れ
、
数
年
後
に
は
自
給
で
き
る
そ
う
だ
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
蛭
谷
に
は
長
寿
の
人
が
多

い
と
い
う
。
「
パ
タ
パ
タ
茶
に
は
格
式
ば

っ
た
礼
儀
作
法

が
何
も
な
い
ん
で
す
よ
。
好
き
な
者
が
集
ま

っ
て
気
軽

に
飲
ん
で
れ
ば
楽
し
い
か
ら
ね
。
そ
リ
や
長
生
き
て
き

る
ち
ゃ
U

蛭
谷
の
人
た
ち
の
長
寿
の
源
と
な
る
楽
し
い

茶
会
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
だ
ろ
う
。

楽 家
し族
丈み

Y会
夫で、
レ

|軽ル
シなをビ
ヨレイ史 | 
ンクつチ
とリたボ
レ工手 |

和発はパ人て
五祥、レ気 主
十の朝 | の婦
三 地日ボビの
年 。町 I I聞
に昭が ル チで

喜
び
も
哀
し
み
も

守、r
守、
r豆、・
f

ノ
メ
ノ
ノ
メ
ノ
2
引寸

朝
日
町
の
蛭
谷
と
い
う
山
あ
い
の
集
落
に
、
素
朴
な

な
ら
わ
し
が
残
っ
て
い
る
。
子
供
の
誕
生
、
入
学
、
結

婚
や
各
月
の
命
日
な
ど
何
か
行
事
の
あ
る
時
に
、
親
戚

や
近
所
の
人
を
集
め
て
お
茶
を
飲
む
と
い
う
も
の
で
、

茶
せ
ん
で
パ
タ
パ
タ
と
泡
立
て
る
こ
と
か
ら

「
パ
タ
パ

タ
茶
」
と
い
う
名
前
が
つ
い
た
。

「
二
千
年
ほ
ど
前
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
そ
う
で
す

よ
U

と
蛭
谷
の
松
原
ス
ミ
さ
ん
。
パ
タ
パ
タ
茶
は
三
番

茶
と
棒
茶
を
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
た
も
の
で
、
飲
ん
で
み

る
と
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
濃
く
し
た
よ
う
な
味
が
す
る
。
「
こ

ル
ー
ル
が
完
成
し
、
五
十
九

年
か
ら
は
毎
年
こ
こ
朝
日
町

て
全
国
親
善
大
会
が
聞
か
れ

て
い
る
。
第
六
回
目
の
今
年

は
、
全
国
か
ら
二
百
余
リ
の

チ
ー
ム
が
集
ま

っ
た
。

そ
の
激
戦
の
中
、
十
八
歳

以
上
の
部
て
朝
日
町
の
フ
レ

ツ
シ
ユ
ゲ
ル
メ
イ
ツ
が
優
勝
。
「ど
の
チ
ー
ム
も
全
国
大

会
を
目
標
に
し
て
い
て
、
力
の
入
れ
方
が
違
い
ま
す
か

ら
、
そ
こ
で
優
勝
て
き
た
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
U

と

話
す
の
は
松
沢
正
隆
さ
ん
。
ゲ
ル
メ
イ
ツ
は
三
年
前
に

作
ら
れ
た
三
十
人
余
リ
の
チ
ー
ム
。
二
十
代
か
ら
六
十

代
ま
で
と
構
成
員
の
層
が
広
く
、
チ
ー
ム
内
て
家
族
ぐ

る
み
の
大
会
を
聞
く
ほ
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
く
や

っ
て
い
る
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
簡
単
に
始
め
ら
れ
、
運
動
量
も
多

い
の
で
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
ど
、

一
回
や
っ
て
や
み
つ
き
に
な
っ
た
」
と
言
う
人
も
多
い
。

ま
た

「
背
が
高
く
て
強
そ
う
な
チ
ー
ム
て
も
、
の
ら
リ

く
ら
リ
と
し
た
チ
ー
ム
に
負
け
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い

う
意
外
性
も
ウ
ケ
て
い
る
。

「朝
日
町
で
は
も
う
八
十
も
チ

l
ム
が
あ
る
の
で
増
え

17 

な
い
だ
ろ
う
が
、
ど
ん
ど
ん
全
国
に
は
広
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
よ
。
も
っ
と
強
い
チ
ー
ム
が
出
て
く
る
と

厳
し
い
け
ど
、
お
も
し
ろ
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
U

と
ま

だ
ま
だ
余
裕
た
っ
ぷ
り
だ
。



E ・日間円胃呈司

ことしの地価E周孟 地価は、その土地について、自由な取引が待われた場合に通常成立すると認められる価格で、売り手にも買い手にも片寄らないものです。

地価の上昇率は、 昨年に続いて前年を上回り、2.8パーセントの上昇となりました。用途別にみると、住宅地2.3パーセント、 商業地，4.6パーセ

ント、 準工業地2.7パーセントの上昇となっています。

なお、地価調査の詳しい内容については、各市町村の窓口で閲覧できます。

適正な地価の形成を目的として、県下254地点(宅地243地点、

旅地11地点)の基準地を選び7月1日時点の価格を調査したも

のです。今年から、国の行っている地価公示(1月1日時点、4

月1日公表)との共通調査地点が13地点設けられています。

1 .宅地及び宅地見込地(単位 |平方メートル当たり:円/変動率は前年比:%) 

所在地及び地番 価格 霊I¥l*
富山市 水橋市田袋卜i 28，800 1.8 中央町!ω14 63，600 1.0 
.住宅地 田中町字道化割61-17外 54，500 3.8 .準工業地
※舟橋南町6-20 190，000 (2.7) 岩瀬銭田町12-4 33，000 0.6 新片岡JI-4-5 27，200 0.7 
鹿島町1-7-16 170，000 6.3 上野新町134外 45，300 ，3.4 .工業地
西大泉11-7 135，000 8.0 上赤江町1-8-2 53，000 1.9 奈呉の江12-2 13，900 0.7 
布瀬町字黒免割608“7 85，000 3.0 .工業地 .市街化調整区域内の宅地

大町字下回割48-10外 94，000 5.3 岩瀬古志町2-2外 14，500 7.4 殿村476-1外 24，000 一
ニ口町字茶苗代割49←3外 1 1 3 ，000 1 8 . 9 4砂市街化調整区域内の宅地 魚津市
問中町字井割3-1 48，800 2.7 秋ヶ島227外 54，000 10.4 .住宅地
本郷町44-13 64，800 8.0 城村新町66 22，300 1.4 本江字黍野1700-3外 82，500 2.2 
西長江3-3-40 74，300 2.9 水橋小路子| 15，700 2.6 上村木1-4-3 96，500 3.5 
大泉東町2-6-10 143，000 3.6 古志町5-103 24，500 0.4 吉島308-1 46，200 2.0 
中川原字中野島割213-16 48，500 6.6 八町4000-2外 17，600 1.7 金浦町ト33 110，000 一
本郷町字万年割107-54 43，100 1.2 願海寺字舘本74卜3外 24，500 4.7 .商業地
※秋吉字大曲割卜107 72，200 (1.0) 高岡市 上村木1-7-8 218，000 5.8 
経堂字苗代害IJ339-1外 44，000 2.3 4・住宅地 .準工業地

藤の木園町144 44，300 2.1 中川上町8-16 107，000 0.9 上村木2-9-21 125，000 4.2 
大島2-430-4 39，700 1.3 蓮花寺327-1外 50，500 1.4 氷見市
※奥田寺町9-13 150，000 (8.7) 井口本江字中坪500-20 74，000 .住宅地

手屋416-5 30，000 3.8 大野277-6 78，000 朝日丘2-26 68，500 0.4 
四ッ葉町21-44 59，900 3.8 泉町10-40 82，500 (0.1) 柳田674そ外 34，000 1.5 
中島3-8-52 53，900 4.1 宮田町6-19 65，700 1.5 島尾字浦2117-1 29，200 0.3 
※新庄町字馬場73-5 49，500 (1.0) あわら町16-10 92，000 0.4 栄町15-17 36，500 1.4 
松若町14-28 47，500 3.7 室町10寸8 71，500 1.1 .商業地
※米国すずかけ台2-102 54，000 (2.3) 石瀬172-4 65，500 2.0 本町13-6 147，000 1.4 
花園町3-2-5 158，000 12.9 京町6-14 79，000 1.0 .準工業地
栄町ト8-15 111，000 1.8 能町南卜23 56，500 2.7 幸町5-7 123，000 2.5 
田畑字西沼78-17 31，500 2.3 博労町5-2 78，400 0.6 滑川市
水橋中町字西中町572 22，500 0.9 中国字木村4378-1 25，900 1.2 .住宅地
布瀬町字砂田割233-1 103，000 14.4 伏木古府1-2-43 48，000 1.1 辰野字向林割97匂33 31，400 2.3 
四方字大江添234-1外 66，500 3.9 伏木古府3-3-45 45，400 1.1 上小泉字北村815申外 30，800 2.0 
五鰻字深田1357-24外 76，300 2.6 戸出町3-ト62 49，500 1.2 高月町390-3外 36，000 4.0 
呉羽町字藤の木6748-1外 40，300 2.0 戸出町5-8-5 44，200 1.1 吾妻町2464-2外 53，400 2.9 
呉羽町字猪谷7354-5外 66，800 2.0 ※江尻字村前100-28 65，600 (1.4) .商業地
赤田703-2 48，500 .宅地見込地 下小泉町13ぺ0 95，000 1.6 
五福字善尋問93-1外 84，300 2.2 石瀬522 35，600 1.4 4砂準工業地
五福字御用地5149-3外 67，500 2.0 .商業地 柳原字大法173-2外 24，500 5.2 
奥田町小24 149，000 16.4 末広町2-4 990，000 1.9 黒部市
.宅地見込地 昭和町3-3-18 125，000 3.3 .住宅地
犬島字北苗代割309外 16，300 3.2 白銀町40外 157，000 0.6 荻生字新堂6675-3 50，000 4.8 
小杉193-1外 20，800 3.0 伏木古国府3-8 96.800 0.8 生地芦区124-3 32，400 1.3 
五鰻字桜谷1823外 28，900 2.1 戸出町2-7-15 75，200 1.3 

岡83-13外 29，700 1.7 
.商業地 下麻生字星田1290-5外 38，700 1.0 
中央通り 1-6-6 1，750，000 4.2 ※駅南1-8-29 276，000 (4.2) 

三日市寺町3859-3外 63，500 1.1 

総曲輪1-6-1 980，000 14.6 .準工業地 .商業地

西町7-2 910，000 16.7 六家字畑田1209-1 62，500 1.8 三日市字三島1047-2外 115，000 0.9 

牛島新町8-10 360，000 20.0 本郷2-2-5 117，000 2.6 .準工業地

※泉町トト3 315，000 (9.8) 荻布字前向311ー|外 71，500 2.1 三日市字金屋2372-1 61，900 1.1 

栄町2-7-10 188，000 8.0 .工業地 砺波市

南田町卜子10 211，000 4.5 戸出栄町55-9 22，300 1.8 .住宅地
荒町5-5 1 ， 140，000 16.6 .市街化調整区域内の宅地 本町8-6 62，000 1.6 
安野屋町2-6-9 272，000 11.9 太田58卜| 17，800 0.6 平和町3-67 57，200 1.6 
※星井町3-6-18 410，000 (2.5) 五十里西町49 30，700 1.7 太郎丸字鍋島865-6 47，200 1.5 
小泉町字五百刈割91-2 246，000 11.3 中イ呆238-13 36，700 1.1 一番町2-40 65，000 1.1 
五福字氷代割3392-3 220，000 3.3 長江222-2 41，600 0.7 

.商業地
石金3-卜6 132，000 1.5 戸出春日597外 26，800 1.1 

表町3-3 196，000 2.1 
西国地方字久内割20卜6 330，000 7.8 新湊市
新富町2-4-25 945，000 20.5 .住宅地

.準工業地

室町卜4-14 1，200，000 善光寺30-20 53，400 0.2 豊町6-38 65，000 1.2 

大泉字蓑回割1526-1外 187，000 7.5 桜町9-6 58，200 0.3 小矢部市

※桜町2-ト8 1，550，000 (14.8) 草岡町卜9-7 21，700 1.4 .住宅地

.準工業地 ※三日曽根13-8 59，900 (0.5) 八和町ト10 71，500 2.4 

湊入船町14-32 94，000 10.6 .商業町 綾子字北島240-2 53，000 3.1 
黒崎字高木割168-1外 365，000 立町3-8 123，000 1.7 清水字古村島2990ゅ4 31，000 2.3 

2手
-県平均(宅地)年度別上昇率の動き|

対前年上昇率%

西町7-20 40，000 2.0 井田516-3 20，500 2.5 
4・商業地 福島字天の平76吟 13 234，000 0.4 
新富町2-21 97，000 1.0 .商業地
4砂準工業地 大字八尾町字東町2208-1 68，500 0 
今石動町1-4-35 81，000 2.0 4砂準工業地
大沢野町 井田字石坂4218-1外 34，600 0.3 
4・住宅地 婦中町
上二杉425-1外 26，800 2.3 .住宅地
下大久保字四番割1426ω5 22，500 1.8 笹倉490-1 31，100 1.0 
笹津467 29，500 0.7 袋字宿免348-44 24，000 1.7 
.商業地 升田258-3 34，000 3.0 
長附字屋敷割139-30 39，800 1.0 .宅地見込地
.準工業地 田島871 12，600 2.4 
上大久保1035-1外 32，800 4.1 山田村
大山町 .住宅地

.住宅地 中瀬字前反圃2703 2，850 0 
三室荒屋字諏訪木割834-2029，700 2.4 中村字谷口 1156外 3，550 1.4 
上滝字陳林割155-6 25，000 2.5 細入村
中;竜字作鼻割288-5外 21，000 4.5 .住宅地
.商業地 猪谷字一枚田547-1 19，300 1.0 
中滝字作鼻割198-1 41，000 2.5 轍原字西上島3235-9外 10，50O(J 1:。
舟橋村 小杉町

.住宅地 4・住宅地
仏生寺43 17，500 手崎字石太郎1005-6外 38，600 1.3 
上市町 戸破字加茂1887-4 39，600 1.5 
.住宅地 南太閤山 15-11 49，000 1.7 
横法音寺字長田46-1外 28，000 2.9 ※三ヶ2509-1外 42，600 (1.7) 
大坪字上長2-4 47，000 2.2 .宅地見込地
若杉新2-6 19，800 2.1 三ヶ2450 16，000 3.2 
.商業地 .商業地
三日市字西門前3-19 78，000 2.0 三ヶ字中吉原3313-9 61，000 1.2 
.準工業地 4砂準工業地
上経聞か70 30，700 2.0 手崎字払堂396-1外 19，900 2.1 
立山町 .市街化調整区域内の宅地

.住宅地 稲積559-1 15，400 0.7 
五百石字東中割30-6外 45，100 0.9 大門町
榎字東蟹沢か11 33，900 1.2 .住宅地
前沢学山田2955-2外 31，700 3.9 二口字馬渡り775-3 45，000 2.5 
.商業地 ニ口字米山2260-29 37，200 1.6 
五百石字西瀬先割107-1外 106，000 .商業地

宇奈月 大門新字中町38-1 61，300 0.5 
.住宅地 4砂市街化調整区域内の宅地
下立字紙田1025-1外 17，600 1.1 本国字宮田167-4 12，800 1.6 
愛本新1100 11，200 0.9 下 村
字大坊2215-1 12，000 1.7 4砂市街化調整区域内の宅地
.商業地 三箇字西光734-1 7，500 0.7 
字桃原38-32 226，000 9.7 大島町

入.住善宅町地
.住宅地
小島727-2外 45，400 2.5 

入膳字高登3101-6 59，000 一 赤井字水落12-3 41，000 2.5 
青島590-16 21，400 1.9 小島1168-1 39，800 1.3 
入膳字上諏訪4735-2外 42，000 2.4 城端町
.商業地 .住宅地
入膳字北町5380申外 73，900 1.5 野田字村中島1001-2 36，600 2.8 
朝日町 字西新田町365 57，400 1.4 
.住宅地 字南東島飛地2615-15 19，700 1.0 
道下字高野299 37，300 1.6 .商業地
西町22 45，600 0.4 字西上町478-1 114，000 0.9 
泊字上三平848-5 44，600 0.5 平 村
.商業地 .住宅地
泊字中金菅304乙 111，000 0.9 上梨字家平583叩| 16，200 0.6 
八尾町 下梨字馬駈場2315外 8，600 2.4 
.住宅地 16，200 
大字八尾町字十三石278-1 21，100 0.5 

19 18 

上平村
.住宅地
細島字下巡1011叩|

新屋字地開津546-1
利賀村

.住宅地
岩測字久保平186
利賀字上島295-1

庄川町
.住宅地
青島字松川除前3658-12 24，600 1.2 
青島字下川原21-2外 21，900 0.9 
金屋字了安1314-1 15，800 1.3 
.商業地
金屋字畑直2680-6外

井波町
.住宅地
山下88
北川字犬薮348-27
井波字木崎野1950-59

.商業地
本町ト44

井口村
宮後258
蛇喰153-1外

福野町
.住宅地
字大畑島1128-3外 75，000 0.8 
松原字道教島1267-3外 51，100 1.2 
二日町字中島480外 41，300 1.0 
.商業地
字上町1535-3

福光町
.住宅地
吉江中740-1外
字高土居963-14
荒木1088-7

.商業地
荒木5523-1

福岡町
.住宅地
福岡新742
福岡新314
下蓑新55-2外

.商業地
下蓑新413 78，400 1.8 
※は地価公示との共通調査地点、 ()内は

昭和例年|月|日からの変動率

8，600 0.5 
7，380 0.5 

2，180 0.5 
3，230 0.6 

55，600 1.4 

62，200 1.0 
35，500 1.1 
32，000 1.9 

98，500 1.5 

9，400 0.5 
5，230 0.6 

93，000 1.2 

63，400 2.3 
66，200 0.9 
43，500 1.2 

221，000 0.9 

38，600 1.0 
39，800 1.3 
23，300 1.3 

際:怒;雲翠警懇?努雪努さ -ミIミI巳-引-ηηI
i防5込I比森比.地.川.下下 じ 七 1 
.三ι三/単位 rrlアール当たりと:円Iヘ-
.九いよ人Iイ.変動率は前年上ヒシm子γ-
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県からのおしらせ

暮
ら伝統的は
しエ
の 噌宮S窓F 

晶間月中

j閏
L、
を

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
長
い
歴
史
と
風
土
に
育
ま

れ
た
工
芸
品
が
数
多
く
あ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
豊
か

さ
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
美
術
品
と
は
異
な
り
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
中
で
使
わ
れ
、
培
わ
れ
て
き
た
日
用
品
で
す
。
従
っ

て
そ
の
最
大
の
魅
力
は
、
手
作
り
の
も
の
だ
け
が
持
っ
て

い
る
温
も
り
で
あ
り
、
実
際
に
手
に
と
っ
て
み
て
こ
そ
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
工
芸
品
の
う
ち
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

も
の
は
「
伝
統
的
工
芸
品
」
と
し
て
国
か
ら
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
(
県
内
で
は
高
岡
銅
器
、
井
波
彫
刻
、
高
岡
漆
器

庄
川
挽
物
木
地
(
材
料
)
、
越
中
和
紙
の
五
品
目
)

毎
年
十
一
月
は
、
国
・
県
・
産
地
が
一
体
と
な
っ
て
各

種
の
催
し
を
行
い
、
作
り
手
と
使
い
手
の
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
て
そ
の
普
及
を
図
る
「
伝
統
的
工
芸
品
月
間
」
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
伝
統
的
工
芸
品
の
良
さ
を
見
つ
め
直

し
て
く
だ
さ
い
。

ル
A
7巾
ノ
〉
色
司
剛
司
レ
、
伐
に
忌
'
十
n
q
Z
E
-
4川
河

4
着
目
/
L
V
J
-

一t
t
t
dノ

cdノ
こ
『

"
n
r
M
B
a
h
-日
a

日
月

9
日
か
ら
日
日
ま
で
の

1
週
間
、
「
お
と
な
り
に

あ
げ
る
安
心
火
の
始
末
」
を
テ
ー
マ
に
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

お
年
寄
り
ゃ
身
体
の
不
自
由
な
方
を
中
心
と
し
た
防

火
安
全
対
策
の
徹
底
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
防
火
対

策
の
推
進
、
デ
パ
ー
ト
、
旅
館
、
飲
食
庖
な
ど
不
特
定

多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
場
所
や
高
層
建
築
物
に
お
け

る
防
火
安
全
の
確
保
を
重
点
目
標
に
、
県
内
各
地
で
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
富
山
県
消
防
防
災
課
、
又
は
お
近
く
の

消
防
本
部
、
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険

不
正
受
給

防
止
月
間

従
業
員
を
常
時
五
人
以
上
雇
用
す
る
個

人
事
業
所
(
農
林
水
産
業
・
飲
食
庖
・
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
を
除
く
)
や
、
す
べ
て
の

法
人
事
業
所
は
、
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

未
加
入
の
事
業
所
は
、
も
よ
り
の
社
会

保
険
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
等
の

加
入
促
進

に
つ
い
て

雇
用
保
険
は
、
離
職
し
、
働
く
意
思
・

能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
仕
事
が
み
つ

か
ら
な
い
と
い
う
方
々
の
再
就
職
を
お
手

伝
い
す
る
た
め
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
で
こ
れ
を
悪
用

し
た
不
正
受
給
も
目
立

っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
な
受
給
で
さ
わ
や
か
就
職
に

御
協
力
下
さ
い
。

日第10回
時 E言雪

白
県
婦
人
美
術
展

十
一
月
十
一
日
出
i
十
五
日
制

十
時
l
十
八
時
(
十
一
日
は

十
三
時
三
十
『
分
か
ら
)

県
民
会
館
・
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書

無
料
富
山
県
芸
術
村
文
化
協
会
へ

(
0
7
6
4
・
引
・

8
6
3
5
)

場
所

nnv固
守
』

占
品
目
戸
l

入
場
料

問
合
せ• つ完

l手1j
どコ
受ふ
講ワ
者今
募 n
集 C九

-
日
時

〔
応
用
ワ
ー
プ
ロ
コ

l
ス〕

十
一
月
七
日
、
八
日
、
九
日

〔
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ

l
ス〕

十
一
月
二
十
日
、
二
十
一
日
、
二
十
二
日
、

二
十
四
日
、
九
時
l
十
二
時

〔
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
コ

l
ス〕

十
一
月
十
五
日
、
十
六
日
九
時
j
十
六
時

〔
年
賀
状
ワ
ー
プ
ロ
コ

l
ス〕

十
一
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
三
十
日
、

九
時
l
十
二
時

-
場
所
小
杉
町
黒
河

富
山
県
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

・

料

金

無

料

※
詳
し
く
は
、
富
山
県
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

0
7
6
6
・
日
・

7
1
6
1

九
時
l
十
二
時

健
康
で
安
定
し
た
毎
日
を
送
る
た
め
に

年
に
一
度
は

成
人
病
予
防
検
診
を

政
府
管
掌
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
三
十
五
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
成
人
病
予
防
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
業
主
を

通
じ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
富
山
県
社
会
保
険
協
会
へ

0
7
6
4
・
引
・

3
7
7
4
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日
月
同
日
か
ら

狩
猟
解
禁
日

十
一
月
十
五
日
か
ら
翌
年
二
月
十
五
日
ま

で
狩
猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。

狩
猟
者
の
皆
さ
ん
は
、
解
禁
に
備
え
法
令

の
知
識
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
狩
場
で

は
ベ
テ
ラ
ン
の
狩
猟
者
で
あ
っ
て
も
基
本
に

忠
実
な
銃
器
の
取
扱
い
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

特
に
狩
猟
に
お
け
る
事
故
を
な
く
す
た
め
に

も
、
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
危
険

防
止
に
配
慮
し
安
全
狩
猟
に
努
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
期
間
に
山
野
等
に
入
ら
れ
る

方
は
人
目
に
つ
き
ゃ
す
い
服
装
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
な
ど
の
注
意
を
払
っ
て
下
さ
い
。

-
財
産
が
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
、
本

人
や
家
族
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
、
事

業
に
著
し
い
損
失
を
受
け
た
:
:
:
な
ど

県
税
を
納
め
る
こ
と
に
支
障
が
生
じ
た

と
き
に
は
、
所
轄
の
県
税
事
務
所
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。
事
情
に
よ
り
納
税
が

猶
予
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
そ
の
ほ
か

県
税
に
つ
い
て
お
困
り

の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
御
相
談

く
だ
さ
い
。

E理亙霊ヨ・・・・・・・・
p
h
u
-
p
h
u
-
F
h
u

一ph
u

一p
h》
園

p
h
u

地
一
町
一
町
民
一
町
民
一
町
民
一
町
民
一
町
民

県税についての相談や苦情がありましたら、お

気軽に下記の県税事務所までご連絡くだきい。

事務所等 | 所在

富山県税事務所|富山市舟橋北町卜11

自動車和センタ-1富山市新圧町馬場3円
高岡県税事務所|高岡市高祖父 211

魚津県税事務所|魚津市新宿 10-7 

砺波県税事務所|砺波市幸町卜 7

富山県総務部税務課|富山市新総曲輪卜7

県内の銀行、信用金庫

庫、農協、漁協、信用

組合又は県税事務所で

納めてください。

・県税の所管区域図
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県からのおしらせ県野合型き | 

方
は
こ
ち
ら
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

十
月
一
日
間
か
ら
、
富
山
県
児
童
相
談
所
で

r芋ど也・豪雇110吾¥設

子
ど
も
・
家
庭
一
一

O
番
電
話
相
談
を
始
め
ま

し
た
。

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
の
悩

み
や
不
安
な
ど
次
の
よ
う
な
相
談
に
ご
利
用
下

さ
い
。

-
し
つ
け
、
こ
と
ば
、
く
せ
、
遊
び

-
内
気

反
抗
、
乱
暴
、
性
格

-
登
園
、
登
校
を
し
た
が
ら
な
い

-
子
育
て
に
不
安

専
門
的
な
内
容
の
相
談
に
つ
い
て
も
、
各
-
分

野
の
専
門
家
(
医
師
、
弁
護
士
、
教
育
者
等
)

が
加
わ
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
い
た
し
ま
す
。

電

言舌

ニ
コ
ニ
コ
ヨ
イ
コ
一
一

O
パ
ン

0
7
6
4
1
2
2
1
5
1
1
0
 

平
日

9
時

i
幻
時

相
談
時
間

土
、
目
、
祝
祭
日

9
時

i
m
m
時

場

月斤

富
山
市
長
江
川

l
5

富
山
県
富
山
児
童
相
談
所

V
な
お
、
同
様
の
電
話
相
談
は
、
平
日
に
限
り

日
時
ま
で
高
岡
児
童
相
談
所
(
高
岡
市
本
丸
町

フ』
l
!
?
』、

4
E

・E・
-
，
E
E

・

8
0
7
6
6
1
2
5
1
8
3
1
4
)
 

に
お
い
て
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県
西
部
の

富
山
県
立
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
決
ま
る

富
山
県
の
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
と
レ
て
彦
根
正
さ
ん
(
東
京
都
町
田
市
、
グ

し
て
準
備
が
進
み
、
来
春
四
月
、
科
学
技
術
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
お
歳
)
の
作
品
が

の
新
た
な
拠
点
と
レ
て
小
杉
町
に
開
学

予

定

選

ば

れ

、

富

山
県
立
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

の
富
山
県
立
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
ク
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま

り

ま

し

た

。

こ

の

マ

ー

ク

は

、

富

山

の

「

T
」
を
モ
チ

七
月
か
ら
の
公
募
に
全
国
各
地
か
ら

一、二

|
フ
に
若
さ
、
進
歩
、
発
展
、
向
上
心
等
を

四
四
点
(
県
内
五
二
O
点
、
県
外
七
二
四
点
)
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
も
の
で
あ
り
、
学
術
の

の
応
募
が
あ
リ
、
審
査
の
給
果
、
最
優
秀
賞
、
創
造
・
地
域
の
発
展
を
め
ざ
す
県
立
大
学
の

λ
司
ノ
。

顔
と
レ
て
、
校
棋
や
校
舎
の
壁
面
等
に
幅
広

引
上
付
く
活
用
し
ま
す
。

ト
ー
か
ま
た
、
優
秀
賞
と
し
て
杉
本
光
康
さ
ん

行
線
れ
(
立
山
町
、
会
社
員
、

ω歳
)
ほ
か
3
名、

川
弘
一
円

高
校
生
奨
励
賞
と
し
て
駒
方
さ
ゆ
リ
さ
ん

仰

i
，M

(

高
岡
市
、
高
岡
工
芸
高
校
三
年
、
四
歳
)

富
日
ル
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

/
l
k
 

財団法人帆船海王丸記念財団理事会

心身障害者雇用促進会

9月定例県議会 (27日)

第26団交通安全県民大会

招致外国青年歓迎の集い

少年の主張富山県大会

知事のまちまわり(井波町)

第33国富山県青年議会

地域リハビリテーションフォーラム

富山県立大学フォーラム'89

9月12日

9月13日

9月16日

9月20日
9月22日

9月28日

9月30日

恩
給
欠
格
者
の

み
な
さ
ま
へ

恩
給
欠
格
者
の
方
の
う
ち
、
外
地
等
に
勤

務
し
た
経
験
を
有
し
、
加
算
年
を
含
め
た
在

職
年
が
三
年
以
上
て
、
請
求
時
に
お
い
て
日

本
国
籍
を
有
す
る
方
に
は
書
状
(
内
閣
総
理

大
臣
各
)
を
、
さ
ら
に
七
十
才
以
上
の
方
に

は
高
齢
者
の
順
か
ら
銀
杯
を
贈
呈
い
た
し
ま

す。
書
状
及
び
銀
杯
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基
づ

い
て
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
リ
ま
す
。

な
お
請
求
書
類
等
は
、
県
庁
社
会
福
祉
課

恩
給
援
護
係
及
び
市
町
村
に
置
い
て
あ
リ
ま

す。
詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
社
会
福
祉
課
恩
給

援
護
係
又
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。干
川
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
l
三
l
二
二

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
(
総
理
府
所
管
)

業
務
第

一
課

O
三
|
九
四
五
|
四
七

O
七

O
三
|
九
四
五
|
四
七
二
二

電
話中

国
残
留
日
本
人
孤
児
の
特
別
身
元
引
受
人
募
集

県
で
は
、
厚
生
省
の
「
特
別
の
事
情
を
有
す
る
身
元
判
明
孤
児
に
対
す
る
身
元
引
受
人
制

度
」
の
実
施
に
伴
い
、
肉
親
に
代
わ
っ
て
特
別
事
情
判
明
孤
児
世
帯
の
帰
国
手
続
や
日
常
生

活
上
の
相
談
、
定
着
・
自
立
の
助
言
等
を
行
う
特
別
身
元
引
受
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
資
格
社
会
的
信
望
が
厚
く
、
熱
意
を
も
っ
て
指
導
に
あ
た
る
こ
と
の
で
き
る
方

-
期
間
身
元
引
受
け
か
ら
三
年
以
内

-
登
録
な
ど
適
任
者
は
登
録
さ
れ
、
孤
児
世
帯
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

-
応
募
方
法
県
庁
社
会
福
祉
課
に
「
特
別
身
元
引
受
人
希
望
書
」
を
提
出
し
ま
す

V
問
い
合
せ
県
庁
社
会
福
祉
課
へ

戦
後
、
ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に

お
い
て
強
制
抑
留
中
死
亡
さ
れ
た
方
の

遺
族
の
み
な
さ
ま

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に

お
い
て
強
制
抑
留
中
に
死
亡
さ
れ
た
方
(
帰

還
途
上
に
死
亡
さ
れ
た
方
も
含
み
ま
す
)
の

ご
遺
族
で
、
平
成
元
年
九
月

一
日
に
お
い
て

日
本
国
籍
を
有
す
る
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣

名
の
慰
労
品
(
書
状
・
銀
杯
)
を
贈
呈
い
た

し
ま
す
。

慰
労
品
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基
づ
い
て
行

う
こ
と
と
な
っ
て
お
リ
ま
す
。

な
お
、
請
求
書
類
は
、
県
庁
社
会
福
祉
課

恩
給
援
護
係
及
び
市
町
村
に
置
い
て
あ
り
ま

す。
詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
社
会
福
祉
課
恩
給

援
護
係
又
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
干
川
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
|
三

|
十
三

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
(
総
理
府
所
管
)

業
務
第
二
課

O
三
|
九
四
五
l
四
七

O
三

O
三
|
九
四
五
1

四
七

O
七
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電
話

日 曜 士易 所 時 問

高岡駅前 10:00-15:30 
2 土

氷見市ハ ッピータウン前 10:00-15:30 

3 日 黒部市「メjレシー」ショッピンク'センター前 1 0 : 00 -15 : 30 

4 月 立山町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

9 土 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

10 日 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

11 月 井波町保健センタ一前 10:00-15:30 

16 土 富山市「アヒ。タ」ショッヒ。シクーセンター前 10 : 00 -16 : 00 

17 日 富山市中央通り 1 0 : 00 -16 : 00 

18 月 入善町役場前 10:00-15:30 

富山駅前 10:00-16:00 
23 土

高岡駅前 10:00-15:30 

24 日 高岡駅前 10:00-16:30 

28 木 富山市中央通り 1 0 : 00 -16 : 00 

29 金 富山西武前 10 : 00 -16 : 00 

30 土 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

平成元年12月街頭献血

インターデザインセミナー'89(-16日)

第一回県民カレッジフェスティパル (-3日)

知事のまちまわり(朝日町)

第5田富山県育樹祭

富山県社会福祉大会

いきいきとやま

第2回健康と長

寿の祭典(-6日)

10月1B 

10月2日

10月4日

国際シンポジウム inTOYAMA ( -6日)
県営かんがし寸非水事業射水山麓地区完工式

とやまテクノフェア(-9日)

工芸都市高岡クラフ卜コンペ

球根まつり (-10日)

10月5日

23 

くすりと生活展 (-8日)
第27回富山県身体障害者体育大会
'89全国勤労者綱引大会

10月6日

10月7日

10月8日



日
月
号
も
く
じ

表表
2 車氏

福
岡
町
て
楽
し
い
、
い
も
掘
リ

エ
ッ
セ
イ

青
柳

正

美

お
も
ち
ゃ
箱

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

①
知
事

の
ま
ち
ま
わ
リ

②
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ
ム

③
県
民
カ
レ
ッ
ジ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

④
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

m
T
O
Y
A
M
A
 

特

集

ふ

る

さ

と

産

品

P
I
N
U
P
T
O
Y
A
M
A
 

県

庁

探

訪

婦

人

青

少

年

課

ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記

P 
2 

v' 
と

P 
I 

P 
6 

p p p p p 
24 18 16 14 12 

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

朝
日
開r

とやま心象⑩
「富山の建築百選」をみる

砺波市郷土資料館(中越銀行本底)

明治42年/設計・長岡平三

みなさんの相談窓口
・立正相周同町4・~護主綱同園町jlF.・
消費生活センター 富山県受通事担相談所東別館1階
富山市安住町7-18 宮(0764)31-41竹内759
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

宮 (0764)32-9233
〈金融相談は)

告 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

-・I~;隠遁・E・f::;ヨ・・
覚
談

山J

・
相

川
口

法
な
化
、
|

商
ん

iv1

質
ど
。
引
〔
V

悪
、
す
一
一
E

.
ど
ま
ヨ
4

題

な

じ

心

問

剤

応

市

庭
い
も

ω

家

せ

に

宮

-・・・・・・~;~・"・・~"F.・・・・・・・・
富山市新総曲輪卜7(県庁内)
宮 (0764)31-4111附
31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎肉)
宮 (0766)21-9411附
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
宮 (0765)24-5311附
砺波市幸町ト7(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151附

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

i炎相民県

現
金
そ
の
も
の
を
商
品
と
し
て
扱
う
銀
行
が
、
そ

の
庖
舗
を
、
犯
罪
や
火
災
な
ど
に
対
し
て
要
心
堅
固

な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
木
と

紙
の
建
築
、
柱
・
梁
構
造
主
体
で
壁
が
な
く
開
放
的

で
鍵
の
付
け
よ
う
の
な
い
建
築
と
い
わ
れ
る
和
様
の

建
築
伝
統
の
中
で
、
唯
一
こ
の
条
件
に
合
う
の
が
土

蔵
造
り
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
三
年
の
高
岡
大
火
後

の
防
火
対
策
と
し
て
の
土
蔵
造
り
の
奨
励
も
あ
っ
て
、

富
山
資
本
の
銀
行
建
築
に
は
土
蔵
造
り
を
用
い
た
も

の
が
多
い
。
ま
た
、
銀
行
即
ち
バ
ン
ク
は
欧
米
資
本

主
義
の
概
念
で
あ
り
、
組
織
、
商
売
の
方
法
な
ど
総

て
は
西
欧
流
に
従
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
銀
行
建
築
は

西
洋
建
築
の
手
法
で
建
て
ら
れ
る
べ
き
な
の
だ
が
、

土
蔵
造
り
は
和
様
の
中
で
、
壁
構
造
主
体
の
西
洋
建

築
に
同
じ
手
法
を
持
つ
唯
一
の
も
の
だ
っ
た
。

こ
う

し
て
和
風
土
蔵
造
り
と
西
洋
建
築
ス
タ
イ
ル
が
融
合

し
た
、
外
観
は
和
風
主
体
で
内
部
は
洋
風
主
体
と
い

う
独
特
の
「
擬
和
風
」
と
言
っ
て
良
い
銀
行
建
築
が

成
立
し
た
。
こ
の
種
の
作
品
は
近
年
取
り
壊
さ
れ
た

も
の
が
多
い
が
、
中
越
銀
行
は
代
表
的
な
作
品
で
あ

っ
て
、
移
築
保
存
さ
れ
た
の
は
喜
ば
し
い
。

建
設
当
初
は
江
戸
黒
と
呼
ば
れ
る
黒
漆
喰
塗
り
本

瓦
葺
で
あ
っ
た
が
戦

後
現
在
の
タ
イ
ル
貼

り
に
替
え
ら
れ
た
他

は
原
型
を
良
く
保
っ

て
い
る
。
樺
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
、
精

巧
な
彫
刻
技
法
に
よ

っ
て
コ
リ
ン
卜
式
や

そ
の
他
の
西
洋
建
築

--

新附N鵬 t!R
・北日本、富山、読売、 北陸中日
毎月第E土曜日
「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」
・朝日、毎日
毎月第己、最終土曜日

「県からのお知らせ」

見てください・聞いてください、県からのホットニュース

-回IU'~哩E・E・I~~.
高齢者や家族の心配ごと、
悩みごとに富山県高齢者
総合相談センター
富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

宮 (0764)41-41 1 0 

ラジオ広報RA印
.FMとやま
r，3、れあいホットライン」
県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま
す。

毎週月~金曜日 AM9:30-9:35 

テレビ広rv
・北日本放送毎週日曜日 AM8:00-日:30
「こんにちは富山県です」
11/5 火災予防の最前線
11/12がん対策の墓本計画
11/19青年・婦人の翼
11/26新しい林業振興の拠点
・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00-9:30
rll 0万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

砺波地方県民相談室

装
飾
を
造
っ
て
い
る
イ
ン
テ
リ
ア
は
圧
巻
で
あ
る
。

井
波
の
彫
刻
の
伝
統
が
こ
こ
に
も
生
き
て
い
る
の
で

あ
る
。

設
計
者
・
長
岡
平
三
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
の
技

師
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
他
は
詳
し
い
こ
と

は
判
っ
て
い
な
い

。
唯
、
彼
は
同
じ
土
蔵
造
り
の
富

山
資
本
銀
行
建
築
を
金
沢
に
も
建
て
て
い
る
の
で
、

こ
の
「
擬
和
風
」
は
彼
の
独
創
に
な
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
ま
た
、
施
工
者
は
井
波
の
名
工
、
松
井
角
平

と
藤
井
助
之
丞
で
あ
っ
た
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
ア

イ
デ
ア
は
こ
の
二
人
の
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

何
れ
に
せ
よ
こ
の
作
品
は
明
治
の
越
中
の
独
創
性
を

表
す
も
の
と
言
え
る
。

女
朝
日
町
の
松
沢
さ
ん
は
、
古
尾
谷
雅
人

に
似
て
と
て
も
い
い
男
だ
。
女
性
が
し
っ

か
リ
練
習
に
出
て
く
る
と
い
う
の
も
う
な

づ
け
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ゲ
ル
メ
イ
ツ

の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
練
習
風
景
を
撮
る
の
に

二
回
も
集
ま

っ
て
も
ら
っ
た
リ、

農
作
業
の
途
中
に
取

材
に
伺
っ
た
り
:
・
。
ゲ
ル
メ
イ
ツ
の
皆
さ

ん
、
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
(
ゲ
ル

メ
イ
ツ
の
皆
さ
ん
が
こ
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん

で
下
さ
い
ま
す
よ
う
に

)

(

M

)

責
特
産
物
の
特
集
、
調
べ
て
み
て
わ
か
っ

た
こ
と
は
、
ま
だ
食
べ
て
な
い
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
牛
肉
の
昆

布
じ
め
、
タ
ン
ポ
ポ
コ
ー
ヒ
ー
、
そ
し
て

小
杉
町
の
ま
っ
た
け
。
そ
う
い
え
ば
純
真

無
垢
だ
っ
た
幼
な
か
リ
し
頃
、
「
こ
れ
が
ま

っ
た
け
だ
よ
U

と
い
っ
て
食
べ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
は
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
今
、

み
て
い
る
の
と
は
違
う
よ
う
な
気
が
す
る

ん
だ
け
ど
も
:
:
:
。

(
T
)

*
宮
崎
勤
事
件
て

一
躍
脚
光
を
浴
び
た
(
?
)

残
虐
ビ
デ
オ
。
婦
人
青
少
年
品
で
は
、
青

少
年
保
護
育
成
条
例
に
基
づ
い
て
取
リ
締

ま
リ
を
始
め
て
い
る
と
か
。
改
め
て
テ
レ

ビ
や
ビ
デ
オ
の
影
響
力
の
巨
大
さ
を
感
ず

る
こ
の
頃
で
す
。

(
N
)
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解

説

/

竺
覚
暁
(
工
学
樽
土
・
金
沢
工
業
大
学
教
授
)

写
真
/
風
間
耕
司
(
日
本
写
真
家
協
会
会
員
)



私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
、
祖
先
が
長
い
存
月
に

わ
た
っ
て
つ
く
り
だ
し
、
大
切
に
保
護
し
て
き
た
文

化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
文

化
財
は
、
私
た
ち
の
先
祖
の
く
ら
し
の
様
子
や
考
え

方
な
ど
を
知
る
う
え
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
共
有

の
文
化
的
遺
産
で
す
。

「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
の
期
間
中
、
県
下
で

は
各
市
町
村
等
の
主
催
に
よ
る
展
示
会
や
文
化
財
見

学
会
等
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
身
近
か
な
文
化
財

を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
ま
あ
る
「
私
」
を
ふ
り
返
る
た
め
に
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